
農山村・過疎地（水源地域）等の
これまでと、これから

～ 『地域のストックを活かす』 「しん・旅」、I J U ～

特定非営利活動法人ひろしまね

理事長 安 藤 周 治

第2回

「新たな担い手等による今後の水源地域振興のあり方に関する検討会」

山口市

鳥取市

岡山市

松江市

「ひろしまね(Hiroshimane)」の
主たる 活動エリア

中国地方広島県・島根県を
を中心にして活動

江の川流域

●江津市

●三次市
●

●

作木町

Tokyo

Hiroshima

• 私の仕事は 山の中のむらで お菓子

• あんどう饅頭 造っています
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プレゼン・資料の概要

☆ 農山村・過疎地（水源地域）等の

これまでの営みと現状

☆ 関係人口 の拡大 の可能性

・ 「新たな観光」 （しん・旅）の流れ

・ 農山村漁村体験プログラム

・ 集落支援員＆地域おこし協力隊

・ 「田園回帰」 移り住む暮らし

・ 「SDGｓ（持続可能な開発目標）」
☆ 「もう一つの役場」（住民自治組織）

• ☆ 少子高齢化の現状はどうか？

• その対応策は？成果のほどは？

大野晃氏元高知大学 「限界集落」1991年
増田寛也氏（日本創生会議）

「市町村の半数消滅の恐れ」2014年
• ☆ 『田園回帰』の状況はどんな状況か？

I J U（移住）ターン 孫ターン

地域おこし協力隊の成果は？4000人
20歳代後半から、30歳代 特に女性希望多い

経済低成長期へ

高 度 経 済 成 長 経済構造変革・調整期へ

市町村合併

行財政改革

地 域 課 題 様 々 に 続 出

各地で地域づくり活動始動 ‣ 活発に

「道の駅」制度化1145駅

「もう一つの役場」

過疎地域対策緊急措置法

オイルショック
公害発生

過疎 （kaso) 「流動人口」

地域おこし協力隊
集落支援員

地域運営組織

新たな観光「しん・
旅」

構造改革

一村一品運動

作木未来会議
1970年 過疎を逆手にとる会

地方創生 ２０１4年
ふるさと創生1988年

IJUターン 田園回帰

子ども農山漁村体験 P

SDGsの本格化

1960年代→1970年代→1980年代→1990年代→2000年代→2010年代→2019年

現過疎地域
自立促進特別措置法

1960年代から1970年代
・ 高度経済成長 「所得倍増論」 付加価値生産力増大

• GNP世界第2位に 東京オリンピック1994年 東海道
新幹線

• 豊富な労働力（農山村から工業都市へ）
• ・ 「過疎」 (kaso) 
• 農山村から若年層だけではなく、一家を挙げても (挙
家離村)

• 小学校の統合、廃校 農協の出張所支所の廃止など
続く

• ・ 公害の発生
• 空気汚染。水質汚濁など環境破壊 水俣病 イタイタイ
病

• ・ 工業地帯、農山村で地域課題続出
• ・ 地域課題解決のための取り組み、各地で動きはじまる
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1970年から1980年、1990年代

• バブルの崩壊 第2次オイルショックなどの影響大
過疎対策の法律「過疎地域対策緊急措置法」施行

時限立法のため10年ごと見直しし改正が進む

大分県 「一村一品運動」 外国へも広がる

過疎を逆手にとる会の発足 全国に700名の会員
作木未来会議 1970年
中国・地域づくり交流会 （産官学野の横断的組織)

全国的に地域づくりの活動広がる

経済の中・低成長時代へ

1990年から2000年
• ふるさと創生事業(1億円事業) →

「地方創生」のお手本か

• 過疎化少子高齢化更に進む
空き家 放棄農地・林野 有害鳥獣

古民家再生などの試みも

大都市圏のベッドタウンでも同様な事が

（多摩ニュウータウン等）
少子高齢化 からの課題は、

大都市でも同様に発生する

特定非営利活動促進法成立 52,000団体

2000年、2010年代、2018年へ
・行財政改革 構造改革進む

市町村合併 郵政事業の民営化 周辺部の衰退も

・地方創生→ 地域創生 「東京一極集中の是正」

・更に農山村の人口減少更に進む

生活交通 買い物難民 更なる統廃合 活力減退

自信や誇りの消失も

‣道の駅 1,145 個所
・「もう一つの役場」（小さな拠点）

‣集落支援員→ 地域おこし協力隊 4,900人
‣ 2014年日本創生会議
「2040年若年女性半減で900の自治体消滅の可能性あり」

ところが「田園回帰」で、人口増の離島、辺地、過疎地出現！！

これからの農山村を
豊かにする仕組み

広島 三次市作木町の人口の推移

0 1000 2000 3000 4000 5000 6000 7000

1950年

1960年

1970年

1980年

1990年

2000年

2010年

2017年

2018年9月

1950年 6,600人
2019年 1,330人
高齢化率 ５３，４％
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13小規模（超）高齢化(少子化・無子化)集落へ
総務省人口データ集より

「関係人口」とは

移住した「定住人口」でもなく、観光に来た「交流人口」でもない、地
域と多様に関わる人々を指す言葉 16
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つぶやきからはじまった 制度

• 集落支援員
2001年3月 過疎懇で

「お金の支援は手続きが煩雑すぎて

使えん。手続きをしてくれる人が欲しい」

2007年事業化 現ooooo人
• 地域おこし協力隊

2008年事業化 現ooooo人

令和元年三次市集落支援員

地方自治体設置①地域の実情に詳しい人材 ②集落対策の推進に関して、
ノウハウ・知見を有する人 委嘱

役割 ①集落の「目配り」役 ②集落の状況把握 ③集落点検の実施 ③住民と
住民、住民と市町村の間での話し合いの促進等の役割を担う

平成27年度
専任集落支援員数 241団体(3府県238市町村) 994人
自治会長などとの兼務の集落支援員 3,096人
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I J U 移住定住制度 （広島県三次市） 移住お試し施設提供 20年間で２０％人口が増えた町
北海道上川郡東川町

・ 旭川空港から 10分
他移動第2の都市、34万人の旭川市の隣

・ 水道料は無料
旭岳からの恵みの水で「全町地下水利用で、」

・ 「旭川家具」の３０％を生産
木工の町有名 工房が点在 オシャレな木工ギャラリーも多い

・ 飲食店数 2008年25店舗 2018年には60店舗
オシャレな店舗が新規開店も

1993年 6973人
2017年 8328人（＋1300人）

年間出生数 50人程度
小学校入学者数 約70人

若い家族の移住 多

①充実した子育て環境
②豊かな自然

NPO法人ふるさと回帰支援センターニュースリリースより
NPO法人ふるさと回帰支援センターニュースリリースより
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地方に住むことの魅力

NPO法人ふるさと回帰支援センターニュースリリースより

移住相談会でよく出る言葉

• 山のそば 移住支援 住まい 地
域おこし協力隊 子育て 林業
起業 古民家 ものづくり 海のそ
ば 半農半X 農業 地方都市
収納 交流・体験 場づくり 地
域の求人 Iターン Uターン J
ターン 自給自足 安全な食
食育 手仕事

• パン屋さん 雑貨屋さん 里山暮
らし 農家レストラン 蕎麦屋

• カフェ 森のがっこう

（ふるさと回帰支援センター）

相談件数26万件（H2９年）
28年から5万件増

島根県津和野町 森のこども園『うしのしっぽ』 H30年卒園記念
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山口県長門市
2017年日露首脳会談（湯本温泉）

その隣の俵山温泉

山口長門市俵山
「ロバの本屋さん」

島根県邑南町

広島市

松江市

邑南町

2010年 2010年 2040年 2040年
総人口 20-39歳女性 総人口 20-39歳女性
11,959人 801人 6,781人 334人

▲５８，４％

日本創生会議の予想 → 消えるまちだったかも

ところが 「しこたえて います」 邑南町は
2014年 現 在
総人口 20-39歳女性 若年層女性人口変化率

11,560人 814人 （2010-2014） １０１，７％
‣子育て支援策 中学まで医療費無料など
独自の子育て「基金」も3億円越えに

‣協力隊以前から若い女性を研修生で迎えたハーブ園
A級グルメのイタリアン「AJIKURA」

‣ハードの整備に、独創的なソフト事業が人を呼ぶ
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埼玉出身の佐藤さん

里山イタリアン AJIKURA

SDGｓ で地域に元気を
「SDGｓ」は、2015年9月の国連サミットで採択された。
国連加盟193か国が、2016年～2030年の15年間で達成
するために掲げた目標
17の大きな目標と、達成するための具体的な169のター
ゲットで構成

地域づくり活動・市民活動は
農山村の「暮らしの質」を高める活動！

地縁型組織
自治会 町内会

農山村の市民活動団体
役割 （期待）

・地域プロデューサー
・ドウ＆シンクタンク

地
域
の

「
集
う
場
・
知
・
技
の

集
積
・
交
流
を
目
指
す
」

（
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
）

「
も
う
一
つ
の
役
場
」

「
小
さ
な
拠
点
」

「
地
域
運
営
組
織
」

FBやSNSなど
でコミュニケー
ションも

交流事業や
「新しい観光」で

自信や誇りを

「
地
域
で
、
小
金
を
回
す
仕
組
み
」

仕
事
づ
く
り

仕
事
場
づ
く
り暮らしの質を問う（暮らしのモノサシ）

・カネ、モノだけではない豊かさ
・安全、安心して暮らせる地域

農山村で、持続する
「地域創生」の動を起こす

「みなし
家計簿」
の提案
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49

「もう一つの役場」で持続可能な地域の創造を 仕組みと事業 情報倉さくぎ №0202 Ver３

農村起業･･ミニベンチャービジネス･
コミュニティービジネスの開発･提
案・経営･支援

生業の確保
医食同源をもとに健康増進のため
の食材生産 地域資源を生かした
特産品の生産 地域の歴史・文化
も加えた環境教育や農村観光

個人で
ゆかりの人々 もの好きな人
ぶらりと旅の人 楽しみたいとやっ
てくるお客人

生活支援
高齢者へのサービス 域内道路の管理 農村コンビニの経
営 どこでもバスの経営 農村食堂の経営 医療は？

もうひとつの役場
は

「 な ん で も ど こ
ろ」
ひと･もの･こと･た
よりなどが集まる
「 地 域 の 総 合 拠
点」
昼は喫茶店、夜は
パブにも

地縁組織の「ええかげん」さに加え、「契約」に
もとづく、しっかりした仕組みを目指す

地元の人が主役

農山村の
社会的使命

主
張
や
理
解
を
求

め
て
の
行
動
も
必

要
だ

英国の「パリッシュ」や独国の「地域評議会」。
米国の「ネイバーフッド・アソシエイション」や
「地域政府」といった制度的位置づけも必要

行政施策で助成や支援も
自治体はは主役の一人

地域計画づくり
提案 要望・陳情？

組織や団体で応援も
行政（国・地方自治体）商工会・
ＪＡ・漁協・森林組合・社協・生協・
民間企業・労働組合・ＮＰＯ

管
理
・
運
営
・
経
営

既
存
の
温
泉
施
設
な
ど
も

自然環境管理・保全
休耕・放棄の農耕地増大・里山の荒
廃 水資源地域 管理と保全 動植
物生態系の保全も
道路、河川等の管理運営
農村景観の形成（むら並保存など）

都市部からの応援・支援

労働力提供資金援助

希望や要望も 癒しの場の提供

「田舎の素敵」のおすそ分け

「市民協働(地域協働 総務省）」

むらづくり協議会

地域自治組織(法で裏付けも)

住民自治組織
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  もう一つの役場&集落支援センター 業務の概要図                     200803 
 
 
 
 
 
 
                                          
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

           「もう一つの役場」資料      NPO 法人ひろしまね 
 

地域住民サロン機能 

 山村コンビニ 

 喫茶・食堂 

 共同浴場 

 冬季共同生活所 

 災害時避難生活所 

高齢世帯支援機能 

 家・庭・墓管理代行 

 役務・共同作業代行 

 送迎・買い物代行 

 声がけ・危機管理代行 

 冬季の除雪支援 

里山保全管理機能 

 農地管理・貸借斡旋 

 森林管理・貸借斡旋 

 古民家管理・貸借斡旋 

 監視員による点検活動 

 親戚縁組・疎開提携 

交流訪問者受付機能 

 交流体験事業遂行 

 農家民泊斡旋 

 ファン倶楽部運営 

 出身者の会運営 

 地域ＨＰ運営 

総合事務局機能 

センター経営事務局長 

地域調整担当者 

農村体験案内指導者 

受付担当事務員 

産直運営機能 

 特産加工場管理 

 高齢者生産活動推進 

 こだわり食材集荷発送 

 有害鳥獣対策支援 

役場・金融・連絡機能 

 役場事務代行 

 郵便局事務代行 

 金融機関代理店 

 公民館活動代行 

 地域公用車・バス運行 

人材登録派遣機能 

人材受入派遣 

伝承者・技能者登録派遣 

地域出身者登録帰農支援 

Ｉターン希望者登録支援 

学生・都市市民登録支援 

宿泊研修機能 

 各種団体宿泊研修事業 

 体験指導者養成 

 同窓会開催企画 

 農村体験希望者の合宿

所 

集落ネットワーク圏
（総務省・やまぐち元気生活圏づくり）

田名分館地区

尾国分館地区

佐合分館地区
• ①休憩機能 駐車場 トイレ 休憩

• ②情報機能 道路情報 地域の情報

• ③連携機能 地域の産品販売 レストランでの提供

• 往来・地域住民の交流

• ④災害時対応拠点 避難・救護 電源供給 食料

• 飲料提供 情報受発信

• 農山村の特産品 販売・販路拡大拠点 雇用の場

• 地域経営拠点としての機能期待

• 農山村には、
• 「小規模多機能」な地域施設が有効

道の駅 「なぜ、道路に駅がないの
かーー」
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道の駅 神楽のまち北広島 地域づくり！とは？

『暮らしの質を高めること』

農山村の取り組みは、まだこれから

その為には広く『技と知』の交流を
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